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（Quality of Life）を低下させていることが示唆されている（平澤・藤原 2001；久田 1993；黒

























































































































































































































































































































































































































































（平澤他 2005；本郷他 2003；2004）から 15歳以上の青年や成年（橋本他 1988）まで幅広かった．
障害種では，発達障害や発達障害の疑いのある対象者が 12編中 7編であった．他には，知的障
害や知的障害を併せ持つ対象者が 12編中 3編（小笠原・松島 1992；小笠原・守屋 2005；橋本






が 1編であった．他は，保育所・幼稚園が 4編，福祉施設が 3編であった．調査対象数は 28名
（小笠原・松島 1992）から 5070名（清水他 2006）と幅広かった．
　回答者の属性では，対象者の学級担任や支援者が 12編中 10編，養護教諭（清水他 2006），教
育相談担当者・コーディネーター（澤田他 2011）が 1編ずつであった．回答者数は 24名（栗
林・阿部 2010）から 386名（相澤・本郷 2010）であった．記述がなかったものが 12編中 5編
であった．
　支援体制や介入方法の分析方法では，予想される複数の支援体制や介入方法に関わる調査項目


























者との連携」が 5編中 4編，「職場全体での取り組み」が 3編であった．3つのカテゴリーにつ














きかけ」が 4編中 3編，「関係機関・関係者との連携」が 4編中 2編であった．3つのカテゴリー















































小笠原・守屋 2005），課題量や座席の場所を考慮する（相澤・本郷 2010；本郷他 2003），「②職
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我が国における知的障害者及び発達障害者の行動問題に関わる調査研究の動向と課題
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